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お知らせ５月

※
平
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

■
使
用
者
の
選
考
方
法

　

先
着
順

■
問
い
合
わ
せ

　

周
防
大
島
町
役
場
橘
総
合
支
所

☎
０
８
２
０
（
７
７
）
５
５
０
０

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

受
講
者
募
集

■
日
時　

6
月
26
日
～
12
月
18
日

　

毎
週
日
曜
日
（
全
23
回
）

■
場
所　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
山
口
市
鋳
銭
司
）

■
対
象　

県
内
居
住
者　

要
約
筆
記
（
手
書
き
・
パ
ソ
コ
ン
）

に
よ
る
聴
覚
障
害
者
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習
得
に
熱

意
の
あ
る
方
。（
パ
ソ
コ
ン
希
望
者

は
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン　

Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ　

Ｖ
ｉ
ｓ
ｔ
ａ
以
上
）
お

よ
び
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。）

■
定
員　

20
名
程
度

■
受
講
料　

無
料　
（
テ
キ
ス
ト

代　

４
４
０
０
円
は
実
費
）

■
申
込
締
切　

6
月
13
日
㈪
必
着

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
と
返
信
用
封
筒
を

同
封
の
上
、
郵
送
に
て
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー

☎
０
８
３
（
９
８
５
）
０
６
１
１

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

Ⅱ
期
受
講
生
募
集

　

職
場
復
帰
を
目
指
し
、
看
護
実
践

や
技
術
を
再
確
認
し
た
い
未
就
業
看

護
職
の
方
が
対
象
の
研
修
で
す
。

■
対
象　

未
就
業
の
看
護
職

■
募
集
期
間　

４
月
～
６
月
17
日

■
研
修
期
間

　

7
月
か
ら
9
月
の
間
5
日
程
度

■
研
修
会
場

　

県
内
の
地
域
協
力
病
院
22
カ
所
、

看
護
協
会
直
営
県
内
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
３
カ
所

■
内
容　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・

　

演
習
・
見
学
実
習

■
受
講
料　

無
料

＊
未
就
業
看
護
職
の
つ
ど
い

○
日
時　

６
月
22
日
㈬　

午
後
１

時
か
ら
受
付　

４
時
30
分
ま
で

○
会
場　

山
口
県
看
護
研
修
会
館

（
防
府
市
上
右
田
）

○
対
象　

未
就
業
の
看
護
職

○
内
容　

心
肺
蘇
生
看
護
技
術
演

習
・
情
報
交
換

○
参
加
料　

無
料

○
申
し
込
み　

電
話
に
て
随
時

　

※
保
育
の
必
要
な
方
は
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
（
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修
お
よ
び
未
就
業

看
護
職
の
つ
ど
い
）

　

山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
山

口
県
看
護
協
会
内
）

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

～
国
の
交
付
金
に
よ
る
事
業
～

　

こ
の
事
業
は
、
有
害
鳥
獣
（
イ

ノ
シ
シ
等
）
か
ら
の
被
害
防
止
を

目
的
と
し
、
集
団
農
地
へ
設
置
す

る
防
護
柵
資
材
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。

■
対
象
と
な
る
農
地

　

３
戸
以
上
の
耕
作
し
て
い
る
集

団
農
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
防
護
柵
の
種
類

　

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
に
限
り
ま
す
。

　

原
則
と
し
て
防
護
柵
の
設
置
は

自
力
施
工
で
す
。

■
資
材
援
助
の
方
法

　

担
当
者
が
現
地
調
査
等
を
行

い
、
国
お
よ
び
県
へ
申
請
し
、
決

定
を
受
け
て
か
ら
資
材
が
配
布
さ

れ
ま
す
。

　

状
況
に
よ
っ
て
は
、
採
択
さ
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
付
金
に
限
り
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
申
請
件
数
が
多
数

の
場
合
は
負
担
金
を
頂
く
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

■
防
護
柵
の
管
理
に
つ
い
て

　

防
護
柵
施
工
後
は
、
原
則
と
し

て
農
地
の
継
続
的
な
耕
作
を
含
め

14
年
以
上
の
管
理
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

■
申
込
期
限　

６
月
３
日
㈮

■
問
い
合
わ
せ　

農
林
課

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
０
２

県
産
木
材
を
利
用
し
て
家
を

建
て
る
方
を
支
援
し
ま
す

　

県
で
は
、
品
質
の
優
れ
た
優
良

県
産
木
材
等
を
利
用
し
、
耐
震
性

な
ど
の
一
定
の
基
準
を
満
た
す
住

宅
を
新
築
さ
れ
る
方
に
、
建
築
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
助 

成 

額　

50
万
円

■
住
宅
の
条
件

〇
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
の

一
戸
建
て
住
宅

〇
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以
上

〇
構
造
材
に
占
め
る
優
良
県
産
木

材
の
割
合
が
60
％
以
上
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当

・
県
産
板
材
の
使
用
量
が
１
０
０

㎡
以
上

・
下
地
材
等
を
加
え
た
県
産
木
材

の
使
用
割
合
が
70
％
以
上

〇
住
宅
性
能
表
示
で
次
の
基
準
を

満
た
す
も
の

・
耐
震
性　

耐
震
等
級
２
ま
た
は

免
震
建
築
物

・
耐
久
性　

劣
化
対
策
等
級
３

・
省
エ
ネ
性　

断
熱
等
性
能
等
級
４

■
問
い
合
わ
せ

　

 

山
口
県
農
林
水
産
部

　

ぶ
ち
う
ま
や
ま
ぐ
ち
推
進
課

☎
０
８
３
（
９
３
３
）
３
３
９
５

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
補

助
金
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
も
、
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
補
助
金
の
交
付
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。
予
算
に
限
り

が
あ
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
あ

ら
か
じ
め
上
下
水
道
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
金
対
象
区
域
に
つ

い
て
は
、
上
下
水
道
課
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※
必
ず
着
工
前
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

■
受
付
場
所

　

各
総
合
支
所
お
よ
び
上
下
水
道
課

■
補
助
対
象
区
域

・
下
水
道
お
よ
び
集
落
排
水
区
域

以
外
の
区
域　
　
　
　
　
　

・
久
賀
・
大
島
地
区
の
下
水
道
整

備
全
体
事
業
計
画
区
域
内
の
一
部

区
域

■
補
助
金
額

　

５
人
槽　

33
万
２
千
円

　

７
人
槽　

41
万
４
千
円

　

10
人
槽　

54
万
８
千
円

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
班

☎
０
８
２
０
（
７
９
）
１
０
１
１

お
知
ら
せ


